


















母子感染予防について小児科医の立場から主に①単純ヘルペスウイルス②トキソプラズマ

③サイトメガロウイルス④C 型肝炎ウイルスの母から子への感染を調べ、各病原体におけ

る母子感染の重要性について検討した。 

単純ヘルペスウイルスは年間100 例弱の発症があり、非常に重篤な予後となる。又、年々

の増加傾向が確認されている。先天性トキソプラズマ症は調べた範囲では報告数は少なく

欧米とは異なる結果となった。サイトメガロウイルス感染は最も頻度が高くかつ約 1/10

が顕性発症し、神経系を中心とした後遺症を残している。有効な抗ウイルス剤が登場した

今日、何らかの早急な対策が望まれる。C型肝炎ウイルスは 1989 年に発見されて以来急速

にその感染の実態が解明されつつある。当初の予想と異なり、母子感染があることが判明

した。そのキャリアの多さ(約 1%)から考え、本ウイルスの母子感染の実態の解明は急務で

ある。 


